
 

 

 

 

 

 

 平成 29年度後期生徒総会が 11月 17日（金）に行わ

れました。この総会は、3 年生執行部のまとめとなり、

2年生執行部の新リーダーにとっては船出となる総会で

した。 

 前半部では、

今年度前期生徒

会スローガン

「挑躍～想いを

ひとつに～」に

かかわる反省が

なされました。特にも最重点項目として取り上げてきた

次の 4項目について、その「成果と課題、来年に向けて」

を審議確認しました。 

○黙々清掃「想いを分かち合える金中を目指そう」 

○あいさつ、４Ｂ「1人 1人の当たり前を高めよう」 

○ボランティア活動「広げよう地域に金中の思いやり」 

○時間「家での過ごし方を考えよう」 

 また、メデ

ィア関連 SNS

やスマホ等の

使い方アンケ

ートの結果を

まとめ、全校

生徒で実態と

今後の使用に

ついて確認することができました。大変素晴らしいまと

めであり、今後の生活にいかしてほしいものでした。 

 

 

 

 

 

 

 そして後半部は後期生徒会の新執行部から後期スロ

ーガン「繋心･繋想～感謝の想いで新たな一歩を～」が提

案され、次の

三つの柱と重

点項目が承認

されました。

後期生徒会も

前期の活動を

引き継ぎ、さ

らに発展できることを期待しています。 

○共有 最重点項目１「黙々清掃」 

○安心 最重点項目２「日常生活」 

○貢献 最重点項目３「ボランティア」 

この取組に

【必要なこ

と】として、 

「全校で」 

「一生懸命」

「思いやり」 

を上げ、スロ

ーガン達成を目指しています。頑張りましょう！！ 

  

 

 

 

昨年度に引き続き「ILCセミナー」を 2年生で実施し

ました。今年度は学級毎でセミナーを実施しました。内

容は前年度同様に 2時間の講話等であり、かなりのボリ

ュームだったようです。理科室を使用し、映像等を交え

て専門的な話を丁寧に説明いただきました。 

 セミナーは、11月 7日（火）、8日（水）そして 14日

（火）ののべ 3日間実施しました。講師には特定非営利

活動法人イ

ーハトーブ

宇宙実践セ

ンターの中

東さん、齋藤

さん、髙梨さん、小野

寺さんに来校頂きご

指導頂きました。大変

ありがとうございました。 

 11 月 16 日（木）に町中央生涯教育センターにて「第

43回金ケ崎町社会福祉大会」が開催されました。この大

会で本校生徒会に感謝状が贈呈されました。アルミ缶回

収や募金活動での集金を、福祉基金として寄付したこと

に対して贈られたものです。生徒会がリーダーシップを

とり、全校生徒で取り組んできたことの大きな成果であ

ると思います。 

 また、福祉作文コンクールでは次の生徒が表彰されま

した。大変おめでとうございました。 

○最優秀賞「金ケ崎町に必要なこと」 

3年 昆  さん 

○優秀賞「小さなことから大きな笑顔へ」 

3年 朝倉 さん 

 尚、最優秀賞を受賞した昆さんには大会にて、同作品

を朗読して頂きました。 

 校内文化祭合唱コンクールにて 2 年生で最優秀学級

となった 2 年 2 組が、11 月 26 日（日）に町中央生涯

教育センター大ホールにて行われた「第 16 回うたの花

束」にて発表してきました。2 年生そして金中生の代表

としてステージに立ち、堂々と歌い上げてくれました。

その歌声には、中学生らしい生き生きとした姿が良く表

現されており、文化祭での発表に負けない素晴らしいも

のでした。主催をした町下術文化協会及びうたの花束実

行委員会の方からも「中学生の、とても素晴らしい合唱をあ

りがとうございました。」とコメントを頂いています。 

お尋ねします？！ 

 先月の Let's go school day に

来校された祭に、お車のリモコン

エンジンスターターを落とされた

方がいらっしゃるようです。当日も

校内放送でお尋ねしましたが････

引き取りに来られる方がいません

でした。12 月 8 日（金）までは本

校副校長が保管いたします。その後は処分いたします。

よろしくお願いします。 

       授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして百錬自得 
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